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        支所発地域力向上支援金事業実施報告書（自己評価） 

令和８年７月 21 日 

事業実施地区 若穂地区（町川田） 

事業名 わたあめ機購入事業 

団体名及び 

代表者名 

（団体名） 祭典連 

（代表者名）代表 ■■ ■■ 

（連絡先）  XXX-XXXX-XXXX 

 

■事業概要（選考委員会の助言を含む） 

現在所有している機械の老朽化による、提供時間・材料ロス・メンテナン

ス回数の増加等の問題がある為、これらの解決を目的としてわたあめ機の

新調をしたいと考えました。 

選考委員会から「わたあめ機をレンタルするのはどうか？」との提案を

頂きましたが、年間通しての出店回数を考えた場合に購入した方がコスト

を抑えられるとの結論が出ましたのでその旨をお伝え致しました。 

【事業完了日】 

令和８年７月21日 

【総事業費】 

204,500 円 

【補助金額】 

100,000 円 

※活動状況や備品の表示がわかる写真・成果物等を別途添付 

 

■事業効果（目的の達成度・地域への貢献度等について） 

令和８年度の川田夏祭りで出店させて頂きました。 

お陰様で 16 時からの開催と同時に来客があり、終了となる 21 時頃まで行列が絶えず約 200

本程度を提供する事が出来ました。 

また、提供した際の皆様からは「すごーい！」「デッカ！」等の今までには無いリアクション

をいたき、特に子ども達に対してかなり好評であったと感じられました。 

年間通して色々な場所で出店すると伝えた際も、「楽しみにしてる！」との声もいただけたの

で今回に限らず積極的に行っていき、地域を盛り上げていければと考えています。 

※参加人数等、数値化して効果を表せるものがあれば数値化したものも加えて記載をお願いします。 

 

■事業評価（該当欄に○） 

 予定を上回る 予定どおり 概ね予定どおり 予定を下回る 

事業の内容 〇    

事業の効果 〇    

特記事項 

（評価理由等） 

 

提供した際の子ども達の反応が思いの外良かった為。 

 

■今後の取組予定 

年間通して出店できる場があれば、積極的に行いたいと考えています。 

 



【祭典連】わたあめ機  川田夏祭り出店状況 

 

 

 



事業名

団体名

5

(基準様式第３号)

効果がなかった
あまり効果がな

かった
普通

3 4 5

大いに必要性
があった

評価項目　(選考基準の視点で評価) 事業区分 その他活動

2 41 3

　祭典連

　わたあめ機購入事業

必要性

将来性

1 2

3

必要性がなかった
あまり必要性がな

かった
普通

見込めない あまり見込めない

郷土愛を醸成してもらうためにも効果があったと思うので、今後も引き続き

支所長の総合評価　(次年度以降の活動への助言等)

地域の子ども達にとっても楽しい地域のイベントとして定着している。

子供たちが喜ぶ活動を期待します。

の行列ができるなど盛況であった。今回は老朽化に伴う綿あめ機の更新に当って

支援金を活用したものであるが、子ども達が祭りへの愛着を深めるとともに、

支所発地域力向上支援金　事業評価（若穂支所） 令和8年7月21日

効果があった

祭典連もこうした地区行事に参画しており、子ども達に人気のある「綿あめ」を

提供している。７月18日開催の「川田夏祭り」でも綿あめの提供を行い、子ども達

普通 見込める 大いに見込める

若穂地区では、綿内・川田・保科地区それぞれで夏祭りが盛大に開催さており、

必要性があった

効　果

4 5

特に効果があった

1 2


